
学校番号 ２１１ 

令和２年度 地理歴史科 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・世界史は覚えるべき事項が多い科目ですが、決して「暗記」が目標ではありません。私達と同

じ人間が当時をどのように生き、現在を作ってきたのかという“物語”を楽しんでみて下さ

い。 

・１９世紀を中心とする近現代史は民族紛争や宗教的な対立など現代社会の問題や課題と深く

つながっています。ニュースや新聞にも広く興味を持って欲しいと考えています。 

２ 学習の到達目標 

・近現代史の大きな歴史の枠組みと基本的な歴史事項を理解する。 

・世界の諸地域の主要な歴史を考察し、日本史との違いや共通点を理解する。 

・我々の生きている現代という時代が、前の時代とどのような違う特色をもっているかを考察

し、その理由や原因を理解する。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・世界の歴史に関す

る事項や現在の出来

事との結びつきに関

心を持ち、その歴史

的意義や因果関係・

関連性について意欲

的に考え、調べて自

分の意見を持ち、そ

れに基づいて行動で

きるようになった

か。 

・世界の歴史につい

て、日本の歴史との関

連性等について考察で

きる歴史的思考力が身

についたか。 

・歴史的に形成された

現代の課題について、

公正に判断し、かつ自

分の意見を持ち、適切

な方法で表現できた

か。 

・世界の歴史を考察

するために必要な資

料を収集し、その意

味・意義を適切に読

み取れることができ

たか。 

・収集した資料の情

報を効果的に活用

し、歴史的思考力や

歴史の学び方を身に

つけたか。 

・基本的歴史事項の

知識を身につけるこ

とができたか 

・世界の歴史と日本

の歴史との関連性に

ついて理解すること

ができたか。 

 

評
価
方
法 

定期考査 

グループ学習 

授業態度 

定期考査 

 

提出課題 

発問評価 

定期考査 

発問評価 

発表評価 

〔主題学習〕 

課題レポート 

〔主題学習〕 

課題レポート 

 

〔主題学習〕 

課題レポート 

発問評価 

〔主題学習〕 

課題レポート・発表 

 

・上記４つの観点から総合的に評価する。 

・５回の定期考査で習得状況を評価する。 

教科 地理歴史 科目 世界史Ａ 単位数 ２単位 
年

次 
１年次 

教科書 『世界史 A 新訂版』（実教出版） 

副教材等 
最新世界史図説 タペストリー [十八訂版]（帝国書院） 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元名 学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 
評価 

方法 a b c d 

１
学
期 

一
体
化
す
る
世
界 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
体
化
に
向
か
う
世
界 

    

・世界史へのいざない 

第１部 諸地域世界の特質 

・日本列島の中の世界の歴

史 

・地理的環境と歴史・文化 

・東アジア世界 

・南アジア・東南アジア世界 

・西アジア世界 

・ヨーロッパ世界 

・陸と海の交流 

第２部 

・モンゴル帝国の形成と解        

体 

・東アジア・東南アジア諸地

域の変動と再編 

・近世の日本と世界 

・イスラーム世界の再編成 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

a:自然環境と歴史、そして日本の歴

史と世界の歴史のつながりを踏

まえ、意欲的に考察し、歴史への

関心を高めようとしている。 

b:設定された主題について、多面

的・多角的に考察し、その過程や

結果を適切に表現している。 

c:設定された主題について、事例の

考察に必要な諸資料を収集し、有

用な情報を選択して、読み取った

り図表などにまとめたりしてい

る。 

d:設定された主題について、地理的

条件や日本の歴史と関連付けな

がら理解し、その知識を身に付け

ている。 

課題レポート 

定期考査 

ノート提出 

第３部 

・大航海と世界の一体化の

始まり 

・１６世紀の西ヨーロッパ 

・17～18 世紀の西ヨーロッ

パ 

・16～18 世紀の東ヨーロッ

パ 

・西欧を中心とする世界の

一体化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

a:大航海時代におけるヨーロッパ

の海外進出、ルネサンスと宗教改

革などの動き、ヨーロッパの主権

国家体制の成立、アジアの諸帝国

の繁栄などに対する関心を高め、

意欲的に追究しようとしている。 

b:設定された時代の諸地域の特質

を見いだし、世界商業の進展など

に関連付けて多面的・多角的に考

察し、その過程や結果を適切に表

現している。 

c:設定された時代に関する諸資料

を収集し、有用な情報を選択し

て、読み取ったり図表にまとめた

りしている。 

d:大航海時代におけるヨーロッパ

の海外進出、ルネサンスと宗教改

革などの動き、ヨーロッパの主権

国家体制の成立、アジアの諸帝国

の繁栄について理解し、その知識

を身に付けている。 

 

 

 

 

 

 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２
学
期 

２
学
期 

第４部近代の欧米社会 

・イギリス産業革命 

・アメリカ独立革命 

・フランス革命 

・反動と改革 

・ナショナリズムの時代 

・南北アメリカの道 

第５部 ヨーロッパの進出と

アジア 

・バルカン・西アジア社会の

動き 

・インド・東南アジアの植民

地化 

・東アジアの動揺 

・東アジア国際秩序の変容 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

a:18 世紀後期以降の諸地域世界の

様子について、社会の変化と新たな

社会の成立、ヨーロッパの進出によ

るアジア・アフリカ・ラテンアメリ

カの変貌に対する関心を高め、意欲

的に追究しようとしている。 

b:18 世紀後期以降の諸地域世界の

変貌の特質を見いだし、19 世紀

の世界の一体化と関連付けて、多

面的・多角的に考察し、その過程

や結果を適切に表現している。 

c:革命時の人権宣言を資料で読み  

解き、意味を理解する。 

d:ヨーロッパの進出、アジアの動き

などを、さまざまな資料を使って理

解する。 

定期考査 

課題レポート 

ノート提出 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

現
代
世
界
と
日
本 

 
 

 

現
代
世
界
と
日
本 

   

第１部 現代社会へ向かう

世界 

・高度資本主義と大衆社会 

・民主主義と国民国家 

第２部 帝国主義と 

アジアの民族運動 

・欧米による世界の植民地

化 

・民族運動と列強の対立 

 

第３部 二つの世界大戦 

・第一次世界大戦とロシア

革命 

・ヴェルサイユ体制と欧米諸

国 

・民族主義の新展会 

・世界恐慌とファシズム 

・第二次世界大戦 

第４部 冷戦の時代 

・冷戦の形成と第三世界の

登場 

・核戦争の危機 

・多極化と緊張緩和 

・冷戦の変質 

・冷戦の終焉 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○                   

 

 

 

○ 

 

 

 

 

a:資本主義のしくみを知ろうとす

る。昨今のニュースなどをふまえ

て、多角的な面から資本主義のし

くみを学ぶ。 

b:民主主義とは何かを考察する。 

c:18 世紀後期以降の諸地域世界の

変貌に関 

する諸資料を収集し、有用な情

報を選択して読み取ったり、図

表などにまとめたりしている。 

d:18 世紀後期以降の諸地域世界の

変貌についての基本的な事柄を

19 世紀の世界の一体化と関連付

けて理解し、その知識を身に付け

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 

 

 

３
学
期 

 

・冷戦下の日本 

 

第５部 グローバル化する

世界 

・グローバル化の進展 

・変貌する世界の諸地域 

・日本の現状と未来への模

索 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:現代の諸課題を、近現代史を中心

とする歴史と結び付け、歴史的観

点に基づいて意欲的に追究しよ

うとしている。 

b:現代の諸課題を、近現代史を中心

とする歴史と結び付け、歴史的観

点から考察し、適切に表現してい

る。 

c:現代の諸課題を、近現代史を中心

とする歴史と結び付け、歴史的観

点に基づく必要な情報を収集し、

図表にまとめたりしている。 

d:現代の諸課題に関する知識を身

に付けている。 

 

 

 

定期考査 

課題レポート 

 


